
園医より 

 

 

 新年度がスタートし、あっという間に 1 ヶ月が経ちました。子どもた

ちは新しい環境にもだいぶ慣れてきましたが、少し疲れが出てくる頃か

もしれません。体調の変化を注意深く見ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 

５月号 
ナーサリーつづき 

2023.4.28 
看護：池上 

インフルエンザは 
ほぼ出ていません。 
コロナは少し増えて
います。 

サイズの合わない靴やデザ 

イン優先の靴、また、はきぐせ 

のついたお下がりの靴は、 

転倒やけがの原因になるだけ 

でなく、子どもの足の骨や体 

全体の成長を妨げます。 

子どもの成長は早いので、 

シーズンごとにきちんとサイズ

を測り、足にしっかりフィット 

する靴を選びましょう。 

 3・4・5歳は運動量が飛躍的に増える 

時期。正しい歩き方を身につけながら、 

7歳くらいまでの間に走る、跳ぶなど、 

基本的な動作はほとんどできるように 

なります。足の骨も急速に発達し、 

土踏まずのアーチも３歳ごろから 

つくられ始めます。 

 合わない靴は、足の発達だけでなく、 

姿勢や運動能力にも影響します。 

こまめにサイズをチェックし、 

正しい靴選びをしてください。 

全体健診 

11 日(木) 



 

 

 現在、感染症・欠席状況の掲示を、縦：症状／横：乳児幼児に分けて

ひかりの広場の窓に掲示しています。 

5 月から、横：乳児幼児と区切っていたものを、クラス別に分けて掲

示に変更いたします。ご確認ください。 

 

 

 

 園では提供されないナッツやそばなど食物によるアレルギーがある

場合、疑わしい場合は園にお伝えください。検査中や診断が出るまでは、

何のアレルギーか確定していないため、確定まではご家庭からのお弁当、

おやつ、飲み物、持参対応となります。 

 

 

 

  

 

アレルギーについて 

感染症・欠席状況掲示の変更 


